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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第104期 

第３四半期 
連結累計期間 

第105期 
第３四半期 

連結累計期間 
第104期 

会計期間 
自 2017年４月１日 
至 2017年12月31日 

自 2018年４月１日 
至 2018年12月31日 

自 2017年４月１日 
至 2018年３月31日 

売上高 （百万円） 329,740 331,331 500,700 

経常利益 （百万円） 21,120 22,216 40,383 

親会社株主に帰属する 

四半期（当期）純利益 
（百万円） 14,023 14,573 29,478 

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 25,353 7,896 39,865 

純資産額 （百万円） 418,716 434,074 433,227 

総資産額 （百万円） 566,627 576,795 600,925 

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 64.64 67.17 135.87 

潜在株式調整後 

１株当たり四半期（当期）純利益 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 73.7 75.1 71.9 

 

回次
第104期

第３四半期
連結会計期間

第105期
第３四半期

連結会計期間

会計期間
自 2017年10月１日
至 2017年12月31日

自 2018年10月１日
至 2018年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 31.08 31.43 

（注）１  当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２  売上高には、消費税等は含まれていない。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

４  「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっている。

 

２【事業の内容】

  当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はない。また、主要な関係会社に異動はない。
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第２【事業の状況】
（注）１  記載金額は消費税等抜きの金額で表示している。

２  百万円未満の端数を切捨てて表示している。

 

１【事業等のリスク】

  当第３四半期連結累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業

等のリスク」について重要な変更はない。なお、重要事象等は存在していない。 

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものである。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用環境の改善などを背景に、設備投資の増加や

個人消費に持ち直しの動きが見られ、緩やかな回復基調が続いた。

建設業界においては、民間設備投資を中心に堅調に推移し、東京オリンピック・パラリンピック関連事業や再開

発事業などの大型工事が本格化する一方、技能労働者の不足や資材価格の上昇により、経営環境に厳しさが残っ

た。

このような景況下、当社グループは2017年度から2020年度までの４年間の中期経営計画を策定し、強い事業基盤

の確立、更なる生産性向上、労働環境の改善と従業員の満足度向上を図るべく、事業活動を展開している。

 

ア）経営成績 

  当社グループの完成工事高は、前第３四半期連結累計期間に比べ15億９千１百万円増加し、3,313億３千１百万

円（前年同期比0.5％増）となった。営業利益は、前第３四半期連結累計期間に比べ８億４千９百万円増加し、201

億３千１百万円（前年同期比4.4％増）となった。経常利益は、前第３四半期連結累計期間に比べ10億９千６百万

円増加し、222億１千６百万円（前年同期比5.2％増）となった。親会社株主に帰属する四半期純利益は、前第３四

半期連結累計期間に比べ５億５千万円増加し、145億７千３百万円（前年同期比3.9％増）となった。完成工事高、

営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益とも前年同期実績を上回った。

 

イ）財政状態 

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比べ201億５千７百万円減少し、3,440億９千３百万円（前年度末比5.5％減）

となった。減少の主なものは、受取手形・完成工事未収入金等で、工事代金の回収が順調に進んだことが要因であ

る。手元資金（現金預金及び有価証券）は、41億８千６百万円増加し、1,520億６千３百万円となった。手元資金

の増加は、売上債権の回収が、仕入債務や法人税、配当金の支払い等の支出を上回ったことが主な要因である。 

固定資産は、前連結会計年度末と比べ39億７千２百万円減少し、2,327億１百万円（前年度末比1.7％減）となっ

た。有形固定資産は、11億５千７百万円減少し、976億７千７百万円となった。新規取得及び除売却に特に大きな

ものはなく、減価償却費が有形固定資産の取得額を上回ったことが主な要因である。投資その他の資産は、前連結

会計年度末に比べ28億８百万円減少し、1,329億９千万円となった。投資有価証券の時価の下落による減少が主な

要因である。 

これらの結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ241億３千万円減少し、5,767億９千５百万円（前年度末比

4.0％減）となった。 

 

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末と比べ218億５千万円減少し、1,146億１千７百万円（前年度末比16.0％減）とな

った。減少の主な要因は、材料費等の仕入債務の支払いが進んだことによる支払手形・工事未払金等の減少と、法

人税等の支払いによる未払法人税等の減少による。 

固定負債は、前連結会計年度末と比べ31億２千６百万円減少し、281億２百万円（前年度末比10.0％減）となっ

た。投資有価証券の時価の下落による繰延税金負債の減少が主な要因である。 

これらの結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ249億７千７百万円減少し、1,427億２千万円（前年度末比

14.9％減）となった。 
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（純資産） 

株主資本は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による増加、株主配当による減少等の結果、前連結会計

年度末と比べ75億８千７百万円増加し、4,034億４千５百万円となった。 

その他の包括利益累計額は、その他有価証券評価差額金が投資有価証券の時価の下落により減少したこと等によ

り、前連結会計年度末と比べ66億９千７百万円減少し、295億１千１百万円となった。 

また、非支配株主持分は11億１千６百万円となった。 

これらの結果、純資産は、前連結会計年度末に比べ８億４千６百万円増加し、4,340億７千４百万円（前年度末

比0.2％増）となった。なお、自己資本比率は、前連結会計年度末より3.2ポイント上昇し、75.1％となった。 

 

(2）経営方針・経営戦略等 

  当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について、重要な変更は

ない。 

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

  当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題について、重要な変更はない。

 

(4）研究開発活動

  当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、３億８千万円である。 

  なお、当第３四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はない。

 

(5）経営成績に重要な影響を与える要因 

  当社グループの経営成績に重要な影響を与える可能性のある要因は、経済状況の変化や得意先の倒産等による不

良債権の発生などが考えられるが、市場の変化や得意先のニーズに迅速かつ適切に対応してリスク回避に努めてい

く。

 

(6）資本の財源及び資金の流動性についての分析 

当社グループの資本政策の基本方針は、営業利益拡大により強固な財務体質を維持しつつ、資本の有効利用を

踏まえ、成長部門への投資を機動的に実行していく等、積極的な事業展開を図り、更なる株主価値の維持・向上を

目指すことである。また、資金調達については、円滑な事業活動のために必要な水準の流動性の確保と財務の健全

性及び安定性を維持し、事業展開に伴う資金需要に対して機動的に対応することとしている。 

重要な資本的支出として、経営の合理化、施工の機械化などに伴い、事務所の改修、機械設備などの更新を計

画及び実施している。 

資本の財源について、当社グループは、主に自己資金及び営業活動によるキャッシュ・フローにより、必要資

金を調達している。 

資金の流動性について、当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物残高は、前連結会計年度末より67

億５千２百万円増加し、1,482億３千１百万円となった。この現金及び現金同等物は主に円建ての普通預金、定期

預金及び有価証券（譲渡性預金）であり、当社グループの事業活動に必要な流動性を十分に満たしていると認識し

ている。

また、当第３四半期連結会計期間末の株主資本は、4,034億４千５百万円となり、前連結会計年度末と比較し、

75億８千７百万円増加した。自己資本比率については、前連結会計年度より3.2ポイント上昇し75.1％となった。

以上のような資本及び資金の状況から判断すると、当社グループの財務の健全性は十分確保されており、現時点

においては当社グループの円滑な事業活動を行う上で、大きな支障はないと認識している。

 

 

 

３【経営上の重要な契約等】

  当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 600,000,000

計 600,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2018年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2019年２月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 218,141,080 218,141,080
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は100株

である。

計 218,141,080 218,141,080 － －

（注）  1944年８月26日設立時の現物出資額  2,360株（建物・機械・工具：118千円）

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

      該当事項なし。 

 

 

②【その他の新株予約権等の状況】

      該当事項なし。 

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項なし。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2018年10月１日～

2018年12月31日
－ 218,141,080 － 26,411,487 － 29,657,255

 

 

（５）【大株主の状況】

  当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。 
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（６）【議決権の状況】

  当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができないことから、直前の基準日である2018年９月30日の株主名簿により記載している。

 

①【発行済株式】

2018年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式   1,188,200
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 216,837,300 2,168,373 －

単元未満株式 普通株式     115,580 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 218,141,080 － －

総株主の議決権 － 2,168,373 －

（注）１  「完全議決権株式（その他）」欄には株式会社証券保管振替機構名義の株式が800株含まれている。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数８個が含まれている。

      ２  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式７株、株式会社証券保管振替機構名義の株式81株

がそれぞれ含まれている。

 

②【自己株式等】

2018年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社きんでん

大阪市北区本庄東

２丁目３－41
1,188,200 － 1,188,200 0.54

計 － 1,188,200 － 1,188,200 0.54

 

 

 

２【役員の状況】

  前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりである。

  役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役

常務執行役員

電力本部長・業務部長

中央統括安全管理者（電力本部

担当）

取締役

常務執行役員

電力本部長

中央統括安全管理者（電力本部

担当）

西村 博 2018年９月16日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載している。 

 

２．監査証明について 

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2018年10月１日から2018

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、ひびき監査法人による四半期レビューを受けている。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2018年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 45,876 42,063 

受取手形・完成工事未収入金等 199,744 160,339 

有価証券 102,000 110,000 

未成工事支出金 12,781 27,084 

材料貯蔵品 1,168 1,177 

その他 4,812 5,379 

貸倒引当金 △2,132 △1,951 

流動資産合計 364,250 344,093 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物 91,287 91,885 

機械・運搬具 38,945 39,835 

工具器具・備品 10,700 11,031 

土地 57,766 57,397 

建設仮勘定 23 101 

減価償却累計額 △99,888 △102,574 

有形固定資産合計 98,834 97,677 

無形固定資産 2,041 2,033 

投資その他の資産    

投資有価証券 129,157 127,237 

繰延税金資産 879 950 

その他 6,721 5,764 

貸倒引当金 △960 △961 

投資その他の資産合計 135,798 132,990 

固定資産合計 236,674 232,701 

資産合計 600,925 576,795 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2018年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 68,764 52,824 

短期借入金 16,240 16,490 

未払法人税等 8,838 4,156 

未成工事受入金 14,017 19,493 

工事損失引当金 534 398 

完成工事補償引当金 510 611 

役員賞与引当金 195 － 

その他 27,367 20,643 

流動負債合計 136,468 114,617 

固定負債    

繰延税金負債 4,652 1,921 

役員退職慰労引当金 297 187 

退職給付に係る負債 25,923 25,726 

その他 356 266 

固定負債合計 31,229 28,102 

負債合計 167,698 142,720 

純資産の部    

株主資本    

資本金 26,411 26,411 

資本剰余金 29,623 29,247 

利益剰余金 340,873 348,840 

自己株式 △1,049 △1,052 

株主資本合計 395,858 403,445 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 42,857 35,967 

為替換算調整勘定 △343 △605 

退職給付に係る調整累計額 △6,304 △5,849 

その他の包括利益累計額合計 36,209 29,511 

非支配株主持分 1,159 1,116 

純資産合計 433,227 434,074 

負債純資産合計 600,925 576,795 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年12月31日) 

完成工事高 329,740 331,331 

完成工事原価 273,997 274,013 

完成工事総利益 55,742 57,318 

販売費及び一般管理費 36,461 37,187 

営業利益 19,281 20,131 

営業外収益    

受取利息 180 218 

受取配当金 1,430 1,571 

不動産賃貸料 171 140 

持分法による投資利益 70 63 

為替差益 83 257 

その他 302 386 

営業外収益合計 2,238 2,639 

営業外費用    

支払利息 153 149 

特別弔慰金 56 62 

その他 190 341 

営業外費用合計 399 553 

経常利益 21,120 22,216 

特別利益    

固定資産売却益 68 39 

投資有価証券売却益 － 20 

会員権売却益 0 1 

関係会社清算益 － 22 

特別利益合計 68 83 

特別損失    

固定資産売却損 17 1 

固定資産除却損 34 44 

減損損失 1 265 

投資有価証券売却損 － 0 

投資有価証券評価損 0 22 

会員権評価損 8 0 

特別損失合計 62 334 

税金等調整前四半期純利益 21,126 21,965 

法人税等 7,168 7,359 

四半期純利益 13,958 14,605 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△64 32 

親会社株主に帰属する四半期純利益 14,023 14,573 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年12月31日) 

四半期純利益 13,958 14,605 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 10,957 △6,890 

為替換算調整勘定 △331 △273 

退職給付に係る調整額 768 455 

その他の包括利益合計 11,394 △6,709 

四半期包括利益 25,353 7,896 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 25,395 7,875 

非支配株主に係る四半期包括利益 △42 21 
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）
 

 

当第３四半期連結累計期間

（自 2018年４月１日

  至 2018年12月31日）

税金費用の算定方法  税金費用の算定については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の

税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算している。

 
（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示している。 

 

（四半期連結貸借対照表関係）
 

  保証債務

連結会社以外の会社の銀行借入等について、債務保証を行っている。

 

 
前連結会計年度

（2018年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2018年12月31日）

BAN-BANネットワークス㈱ 20百万円 113百万円

アンテレック・リミテッド 
416百万円

(252,515千INR)
－

  437 113

  上記の保証債務のうち外貨建てのものは、決算期末日の為替相場（仲値）により円換算している。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）
 

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第３

四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりである。

 

 
前第３四半期連結累計期間
（自  2017年４月１日
至  2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2018年４月１日
至  2018年12月31日）

減価償却費 3,833百万円 3,947百万円
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（株主資本等関係）
 
Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自2017年４月１日  至2017年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月27日

定時株主総会
普通株式 3,037 14.0 2017年３月31日 2017年６月28日 利益剰余金

2017年10月31日

取締役会
普通株式 2,820 13.0 2017年９月30日 2017年11月30日 利益剰余金

 

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自2018年４月１日  至2018年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月26日

定時株主総会
普通株式 3,254 15.0 2018年３月31日 2018年６月27日 利益剰余金

2018年10月31日

取締役会
普通株式 3,037 14.0 2018年９月30日 2018年11月30日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自2017年４月１日  至2017年12月31日） 

報告セグメントは設備工事業（建設事業）のみであるため、記載を省略した。 

 

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自2018年４月１日  至2018年12月31日） 

報告セグメントは設備工事業（建設事業）のみであるため、記載を省略した。 

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  2017年４月１日
至  2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2018年４月１日
至  2018年12月31日）

  １株当たり四半期純利益                （円） 64.64 67.17

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 14,023 14,573

普通株主に帰属しない金額        （百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益                    （百万円）
14,023 14,573

普通株式の期中平均株式数          （千株） 216,956 216,952

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

（重要な後発事象）

 

該当事項なし。 
 

- 13 -



２【その他】

  中間配当に関する取締役会の決議は、次のとおりである。

(1）決議年月日                              2018年10月31日

(2）中間配当金総額                             3,037百万円

(3）１株当たりの額                                14円00銭

(4）支払請求の効力発生日及び支払開始日      2018年11月30日

（注）2018年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録株式質権者に対し、支払いを行う。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

   該当事項なし。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年２月14日

株式会社きんでん 

取締役会  御中 

 

ひびき監査法人 

 
代表社員 

業務執行社員 
  公認会計士 道    幸    靜    児    印 

 

 
代表社員 

業務執行社員 
  公認会計士 池    尻    省    三    印 

 

 
代表社員 

業務執行社員 
  公認会計士 藤    田    貴    大    印 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社きんでんの2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間(2018年10月１日から2018年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年

12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。 

 

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比

べて限定された手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

 

監査人の結論 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社きんでん及び連結子会社

の2018年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

 

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。 

 
以  上

 

(注)１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管している。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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【代表者の役職氏名】 取締役社長    前田  幸一

【最高財務責任者の役職氏名】 －

【本店の所在の場所】 大阪市北区本庄東２丁目３番41号

【縦覧に供する場所】 株式会社きんでん

  東京本社

  （東京都千代田区九段南２丁目１番21号）

  京都支店

  （京都市下京区塩小路通烏丸西入東塩小路町614番地（新京都センタービル））

  神戸支店

  （神戸市中央区浜辺通４丁目１番１号）

  奈良支店

  （奈良市大安寺６丁目20番８号）

  和歌山支店

  （和歌山市十一番丁47番地）

  滋賀支店

  （滋賀県草津市野路東７丁目３番49号）

  横浜支社

  （横浜市西区みなとみらい２丁目３番５号（クイーンズタワーＣ棟））

  中部支社 

  （名古屋市中村区名駅１丁目１番４号（ＪＲセントラルタワーズ））

  中国支社

  （広島市西区横川町２丁目13番５号）

  九州支社

  （福岡市博多区祇園町７番20号（博多祇園センタープレイス））

  北海道支社

  （札幌市中央区北三条西４丁目１番地１（日本生命札幌ビル））

  東北支社

  （仙台市青葉区一番町１丁目９番１号（仙台トラストタワー））

  四国支社

  （高松市福岡町３丁目４番８号）
 
  株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

（注）  東京本社並びに京都支店、神戸支店及び奈良支店を除く支店、支社は金

融商品取引法の規定による縦覧に供するべき支店ではないが、投資家の

便宜のため縦覧に供するものである。
 



１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

  当社取締役社長 前田幸一は、当社の第105期第３四半期（自  2018年10月１日  至  2018年12月31日）の四半期報

告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認した。

 

 

 

２【特記事項】

  特記すべき事項はない。

 


